
 
 

 
 

2文化を活かした空間再生プロジェクト

「effet pollen」 は、建築家、内装職人、研究者、カメラマン、デザイナー、家具職人、シェフ、音楽プロデューサー、 
コーヒーマイスター、学生、ギャラリストなど、さまざまな分野に携わるスタッフがギャラリーに集い、
「アートとのより良い暮らし方」を模索するために生まれたプラットホームです。 
ギャラリーという特殊な「場」で、さまざまな分野のクリエイターたちが活発なコラボレーションを展開しています。

心底惚れ込んだアート作品と暮らすための、それがもっと活きるような住空間はないだろうか。
「effet pollen space」は、作品と身近に生活するための場所を提案し、
生活を重ねることで、文化的な付加価値を空間に加える試みです。
物質的に充足した現代だからこそ、「豊かさ」についてもっとじっくり考えたい。
市場が定めた「高価な」ものを所有、消費することが必ずしも豊かさの尺度ではありません。
作品を中心とし、愛情を持って作り上げた空間は、時の経過とともに何ものにも代えがたい価値を育みます。
そんな、アートが本来持っている魅力や役割を、生活の場、あるいは日々の仕事の場で実現する。
今見過ごされているのかもしれない、本当の豊かさを見つめるための空間づくり。
私たち「effet pollen」がそのお手伝いをいたします。

「effet pollen」(花粉現象)―思考に命の種が宿っていれば、花粉のように飛び広がり、実を結ぶ―とは、 世界で一番古いとされるインディペンデン
ト・レーベル、“サラヴァ・レーベル”の主宰者であり、映像作家、 詩人でもあるピエール・バルー氏の言葉です。
「effet pollen」 は、本プロジェクトを推進するグループ名としてバルー氏からいただきました。 この思想にあやかり、私たちの思いが芽吹いていく
ことを願っています。



 
 



 
 



 
 
 



 


